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令
和
３
年
第
５
回
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
行
政
報
告
と
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の

報
告
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
制
定
・
改
正
、
補
正
予
算
、
決
算

の
認
定
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
計
画
の
策
定
、
人
事
案
件
の
提

案
が
あ
り
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
と
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
以
外
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
認
定
・
同
意
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
17
項
目
に
わ
た
り
理
事

者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正

一
般
会
計
補
正

予
算
に
反
対

予
算
に
反
対

議　　　案 深
沼

川
上

山
下

中
河

鈴
木

佐
藤

西
山

口
田

中
島

奥
秋

加
来

高
橋 議決結果

一般会計補正予算（第６号）の設
定について（9/7） ○ × ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ×

可否同数で、議長
裁決 ( ※ ) により

否　決
一般会計補正予算（第７号）の設
定について（9/22） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

　　※議長の裁決権　可否同数の場合に議長が可否を決定する権利

議員の賛否が分かれた議案 　議長は採決に加わりません　○：賛成　×：反対

芽室岳駐車場整備、清水公園 ドッグラン設置に質疑集中芽室岳駐車場整備、清水公園 ドッグラン設置に質疑集中
第５回定例会

討
論

中　

島　

里　

司　

議
員

般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
は
定
例
会
初

日
の
９
月
７
日
に
審
議
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
可
否
同

数
と
な
り
、
議
長
裁
決
に
よ

り
否
決
し
ま
し
た
。（
議
案

の
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
）

　

商
工
費
に
計
上
さ
れ
た
「
芽

室
岳
登
山
口
環
境
整
備
工
事
」

に
つ
い
て
、「
平
成
28
年
台

風
災
害
で
使
用
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
芽
室
岳
登
山
口
の

山
小
屋
周
辺
に
つ
い
て
、
現

在
『
日
高
山
脈
襟
裳
地
域
』

の
国
立
公
園
化
へ
の
論
議
が

さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
け

一般会計補正予算（第６号）一般会計補正予算（第６号）をを  否決否決

一

る
利
用
環
境
の
整
備
が
必
要

な
た
め
、
車
が
駐
車
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
の

補
正
」、
土
木
費
に
計
上
さ

れ
た
「
清
水
公
園
ド
ッ
グ
ラ

ン
設
置
工
事
」に
つ
い
て
、「
清

水
公
園
再
整
備
の
検
討
を
進

め
る
中
、
本
年
、
清
水
公
園

で
の
ト
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
開
催
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
開

放
し
た
際
、
利
用
者
か
ら
多

く
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
公

園
内
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
補
正
」
と
の
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
、
可
否
同
数
で
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決

補正予算が否決になるとどうなるの？

　再度議会へ補正予算を提案する場合、同
一の内容を同一の会期内で提案することは、

「一事不再議」にあたりできませ
んので、改めて提案内容の変更や
臨時会を開催する等の日程調整が
必要です。

陳
情
書
の
提
出

　

９
月
９
日
、
町
商
工
会
か

ら
町
議
会
に
対
し
、「
先
日

の
町
議
会
で
否
決
と
な
っ
た

令
和
３
年
度
清
水
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
関
す
る
陳
情

書
」
の
提
出
が
あ
っ
た
。
陳

情
の
内
容
は
、
否
決
と
な
っ

た
補
正
予
算
の
中
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
町
内
商
工
業
者

へ
の
支
援
予
算
が
含
ま
れ
、

関
係
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
執
行
者
側
と
協
議
を
進

め
て
ほ
し
い
と
の
要
望
で
、

９
月
13
日
に
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
し
、
慎
重
に
審
議

を
行
い
、
９
月
14
日
の
本
会

議
で
は
委
員
会
の
報
告
の
と

お
り
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

第5回定例会
（令和3年9月）

　

９
月
22
日
、
第
６
回
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
５
回
定
例
会
で
否
決

と
な
っ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
と
同
一

内
容
の
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
賛

成
10
、
反
対
２
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
清
水
公
園
ド
ッ
グ
ラ
ン
設

置
工
事
に
使
用
す
る
資
材

に
つ
い
て
、
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
に
基
づ
き
、

町
内
の
障
害
者
就
労
施
設

に
お
い
て
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
製
造
し
た
杭
の
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
新
た
な
説
明
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
、「
計
画
が

見
え
な
い
と
議
会
と
し
て

を
検
討
し
進
め
る
べ
き
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

２
年
前
の
本
会
議
で
も
、

議
員
か
ら
補
正
予
算
の
提

案
時
期
に
つ
い
て
の
指
摘

を
執
行
側
へ
し
て
い
た
経

緯
も
あ
り
、
議
員
か
ら
は

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
の
内
容
の
一
部
に
対
し
、

計
画
性
や
緊
急
性
の
判
断

に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

残
念
に
思
う
の
は
、
２
年
前
に
補
正
予
算
の
出
し
方

に
つ
い
て
議
員
か
ら
意
見
が
出
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ

の
時
の
考
え
方
を
聞
き
入
れ
ず
、
一
部
の
意
見
を
捉
え

提
案
さ
れ
て
き
た
。
２
年
前
に
本
会
議
で
協
議
し
た
こ

と
が
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
計
画
を
し
っ
か

り
持
っ
て
、
本
当
に
町
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
、

特
に
、
芽
室
岳
の
駐
車
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
に
つ

い
て
も
う
少
し
理
解
し
や
す
い
提
案
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
再
度
提
案
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
願
い
、
反
対
討
論
と
す
る
。

陳
ちんじょうしょ

情書ってなに？
　町政等に対する要望等を議
会に書面で提出することです。
本町議会では、請願及び町民
からの陳情については、委員
会に付託して審査し、本会議
で採否を決めます。

「
緊
急
性
な
い
、

計
画
性
持
っ
て
」
の

質
疑
相
次
ぐ

員
か
ら
は
、「
事
業

の
実
施
に
反
対
で
は

な
い
が
、
計
画
が
は
っ
き

り
決
ま
っ
て
い
な
い
中
で

な
ぜ
降
雪
の
近
い
今
の
時

期
な
の
か
」、「
当
初
予
算

に
向
け
て
し
っ
か
り
と
全

体
の
計
画
を
作
っ
た
中
で

予
算
を
計
上
す
べ
き
」、「
管

理
の
方
法
に
つ
い
て
、
き

ち
ん
と
詰
め
な
が
ら
事
業

第6回臨時会
（令和3年9月）

議も
審
議
が
難
し
い
。
今
後
、

町
民
へ
の
理
解
を
得
る
た

め
に
し
っ
か
り
と
し
た
説

明
を
求
め
る
」
と
の
声
も

上
が
っ
た
。

　

町
長
か
ら
は
、「
説
明
は

で
き
る
だ
け
尽
く
し
て
い
く
。」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

否
決
さ
れ
た
補
正
予

算
の
中
に
、
国
・
道

の
補
助
金
を
活
用
し
た
事

業
も
多
く
あ
っ
た
。
全
体

的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

Ｑ

あ
っ
た
か
。

目
に
見
え
た
影
響

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

補
正
予
算
は
世
の

中
や
経
済
の
変
化
等
、

急
を
要
す
る
と
き
以
外
、

む
や
み
に
補
正
し
て
は
い

け
な
い
と
議
員
必
携
に
記

載
が
あ
る
。
補
正
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

タ
イ
ム
リ
ー
に
補

正
予
算
を
出
さ
な

け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
が

停
滞
す
る
と
考
え
、
今
回

提
案
し
た
。
次
年
度
以
降
、

基
本
に
沿
っ
て
進
め
た
い
が
、

提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
は
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ ＡＡ

補正予算とは
　災害の発生や、国の補助金等
の変動、法令の改正、当初の予
算積算の誤りの是正、物価の変
動等経済事情の変化によるもの、
緊急やむを得ない場合などに、
予算の追加やその他の変更を行
うものをいいます。

第
６
回　

臨
時
会
の
開
催

ー 

再
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
は
可
決 

ー
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本
町
で
は
農
地

の
拡
大
傾
向
が

強
い
の
で
、
新
規
就
農
者
が

農
地
を
す
ぐ
に
取
得
で
き
る

現
状
に
な
い
。
最
終
的
に
は

地
域
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、

農
業
委
員
会
と
も
相
談
し
て

い
き
た
い
。

申
請
回
数
の
上

限
は
定
め
て
い

な
い
。

清
水
円
山
展
望

台
の
ト
イ
レ
は
、

台
風
災
害
以
降
、
使
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
十
勝
清
水
四

景
＋
１
の
観
光
施
設
の
１
つ

で
あ
る
が
、
修
繕
等
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

平
成
28
年
の
台

風
災
害
で
、
川

か
ら
揚
水
す
る
パ
イ
プ
や
電

気
設
備
な
ど
が
破
損
し
当
面

休
止
と
判
断
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
一
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ

ぞ
ら
」
の
影
響
で
周
辺
の
地

域
は
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。
新
年
度
の
予
算
に

向
け
て
ど
う
い
っ
た
手
法
が

取
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

近
年
、
毎
年
暑

い
日
が
続
き
、

社
会
体
育
施
設

の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
の
満
了
時
期
が

近
づ
い
て
い
る
が
、
募
集
要

項
の
検
討
状
況
は
。

社
会
体
育
施
設

の
指
定
管
理
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
末

で
５
か
年
間
の
指
定
期
間
が

終
了
す
る
。
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
の
指
定
期
間
も
同
時
期
に

終
了
す
る
。
令
和
４
年
以
降

の
指
定
管
理
者
の
公
募
手
続

は
、
申
請
資
格
を
ど
う
い
っ

小
中
学
生
ス
ポ

ー
ツ
活
動
送
迎

事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
運
用

が
さ
れ
た
か
。令

和
２
年
度
は
、

御
影
中
学
校
サ

ッ
カ
ー
部
、
清
水
中
学
校
野

球
部
、
清
水
中
学
校
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
、
御
影
・
清
水

ス
ケ
ー
ト
少
年
団
の
送
迎
活

動
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
令
和
元
年
度
に
中
学
生

の
部
活
動
を
対
象
に
事
業
を

開
始
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
少
年
団
活
動
も
対
象
に
加

え
た
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
選

択
肢
を
増
や
し
、
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
を
図
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
た
め
、
年
間

を
通
じ
て
相
談
を
受
け
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
資
料
整

備
で
、
重
点
的

に
整
備
し
た
図
書
は
あ
る
か
。

令
和
２
年
度
は

一
般
書
や
児
童

書
、
絵
本
な
ど
を
含
め
１
千

６
７
４
冊
、
渋
沢
栄
一
翁
な

ど
郷
土
史
関
係
資
料
を
１
１

５
冊
購
入
し
た
。
郷
土
史
関

係
の
資
料
の
収
集
は
今
後
も

充
実
さ
せ
た
い
。

農
村
で
は
、
親

世
帯
と
子
ど
も

の
世
帯
が
分
か
れ
て
い
る
家

が
増
え
て
い
る
。
農
村
浄
化

槽
設
置
推
進
事
業
補
助
金
は
、

複
数
回
の
申
請
は
可
能
か
。

カ
ラ
ス
が
異
常

に
増
え
て
い
る
。

抜
本
的
な
対
策
は
難
し
い
と

思
う
が
、
ふ
ん
害
な
ど
の
被

害
軽
減
に
向
け
た
対
策
を
研

究
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

カ
ラ
ス
が
最
近

増
え
て
い
る
実

感
は
あ
る
。
一
番
怖
い
の
は

菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
被
害
で
あ

る
。
農
家
か
ら
の
駆
除
依
頼

が
多
い
が
、
カ
ラ
ス
も
頭
が

よ
い
た
め
駆
除
が
難
し
く
、

地
元
猟
友
会
の
捕
獲
数
も
限

ら
れ
る
。
近
隣
町
で
は
箱
わ

「決算認定」とは

町民のくらしに町民のくらしに

　決算は、本町に入ったお金（収入）や使ったお
金（支出）の実績で、「決算認定」とは、議会が１
年間の決算内容を確認し、確定することです。
　議会には、法律に適合しているか、使われ方は適

答
弁

答
弁

－令和２年度決算を審議－

新
規
就
農
者
へ
農

地
等
を
継
承
で
き

る
仕
組
み
は

農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
補

助
金
の
課
題
と
し
て
、
農
地

が
な
か
な
か
取
得
で
き
な
い

点
が
新
規
就
農
の
課
題
と
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
新
規
就
農

者
の
募
集
の
際
、
離
農
が
あ

っ
た
農
地
等
を
継
承
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

質
疑

答
弁

農
村
浄
化
槽
設
置

推
進
事
業
補
助
金

の
複
数
回
申
請
は

可
能
か

質
疑

答
弁

カ
ラ
ス
に
よ
る
被

害
の
軽
減
策
を
研

究
す
る
考
え
は

質
疑

小
中
学
校
に
エ
ア

コ
ン
設
置
の
考
え

は
あ
る
か小

中
学
校
に
エ

ア
コ
ン
設
置
の

要
望
が
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
の
考
え
を
伺
う
。

質
疑

答
弁

図
書
館
で
重
点
的

に
整
備
し
た
図
書

は
あ
る
か

質
疑

答
弁

小
中
学
生
ス
ポ
ー

ツ
活
動
送
迎
事
業

の
運
用
状
況
は

質
疑

指
定
管
理
者
の
募

集
要
項
の
検
討
状

況
は

質
疑

答
弁

答
弁

円
山
展
望
台
の
ト

イ
レ
を
修
繕
す
る

考
え
は
あ
る
か

質
疑

質疑・答弁の一部をお知らせします

保
護
者
か
ら
要
望
が
上
が
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
大

型
扇
風
機
を
廊
下
に
設
置
し

温
度
を
下
げ
た
が
、
気
温
が

30
度
を
超
え
る
日
が
長
く
続

く
状
況
も
あ
る
。
財
政
面
も

考
慮
し
て
、
必
要
最
小
限
の

設
置
で
検
討
を
進
め
た
い
。

た
内
容
に
す
る
の
か
な
ど
を

検
討
中
で
あ
る
。

健全化判断比率・資金不足比率の報告（令和２年度）

●実質赤字比率
　地方公共団体の最も主要な会計である「一般
会計」等での赤字の大きさを、地方公共団体の
財政規模に対する割合で表したもの。
●連結実質赤字比率
　上・下水道など公営企業を含む「地方公共団
体の全会計」での赤字の大きさを、財政規模に
対する割合で表したもの。
●実質公債費比率
　地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公
債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規
模に対する割合で表したもの。
●将来負担比率
　地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱
えている負債の大きさを、その地方公共団体の
財政規模に対する割合で表したもの。
●資金不足比率の概要
　資金不足比率は、上・下水道などの公営企業
の資金不足を、公営企業の事業規模である料金
収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪
化の度合いを示すもの。

正かなどを審査し、過去の財政状況と比べて問題点
を指摘し、将来に反映させるなどの役割があります。
　税金の使い方を決めるのが予算ですが、決算は使
われた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営
の改善に役立てる大切な意義があります。

　第５回定例会においては、令和２年度決算に基づく
健全化判断比率・資金不足比率の指標が報告されまし
た。地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
き、監査委員の意見書を添付し、各比率を報告するも
のです。
　この比率のうち、１つでも黄色信号といわれる早期
健全化基準（経営健全化基準）を超える場合は財政健
全化計画を、赤信号といわれる財政再生
基準を超える場合は、財政再生計画の策
定が義務づけられます。

な
を
活
用
し
て
い
る
と
の
情

報
も
あ
る
の
で
、
効
果
等
を

検
討
し
た
い
。

　令和２年度一般会計の歳入決算額（１年間の収入）は101億7,410万円、
歳出決算額（1年間の支出）は98億2,389万円でした。
　歳入歳出差引残額３億5,021万円のうち２億円は財政調整基金（貯金）
に積み立て、残りの１億5,021万円は令和３年度に繰り越しています。

どう使われたかどう使われたか

健全化判断比率 清水町 早期健全化
基準

財政再生
基準

 実質赤字比率 － 15.00％ 20.00％
 連結実質赤字比率 － 20.00％ 30.00％
 実質公債費比率 6.1％ 25.0％ 35.0％
 将来負担比率 1.0％ 350.0％

資金不足比率 清水町 経営健全化
基準

 水道事業会計 － 20.0％
 下水道事業会計 － 20.0％
※－は赤字及び資金不足なし
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第5回定例会
（令和3年9月）審議結果

条
例
改
正
等

そ
の
他
の
議
案

▼�

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に

基
づ
く
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税

の
均
等
割
・
所
得
割
非
課
税

限
度
額
に
お
け
る
国
外
居
住

親
族
の
取
扱
い
の
見
直
し
に

伴
う
規
定
の
整
備
や
特
定
一

般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支

払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除

の
特
例
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
見
直
し

な
ど
の
実
施
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】　

補
正
予
算

第5回定例会
（令和3年9月）審議結果

▼�

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

既
定
予
算
に
３
６
９
万
３

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
12
億
９
５
２
４
万
１
千
円

と
す
る
。

　

内
容
は
、
医
療
給
付
費
、

交
付
金
の
確
定
に
伴
う
交
付

金
等
精
算
還
付
金
の
追
加
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

令
和
３
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
予
算
か
ら
３
４
０
万

５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
１
億
９
３
２
６
万
７
千

円
と
す
る
。

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
（
保
険

料
分
）
の
減
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

令
和
３
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

既
定
予
算
に
３
８
９
９
万

人
事
案
件

飯野��光彦　さん

▼
監
査
委
員
の
選
任
を
同
意

　

飯
野
光
彦
さ
ん
（
交
和
）

を
監
査
委
員
に
選
任
し
た
い

旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、
議

会
は
同
意
し
ま
し
た
。

▼�

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

既
定
予
算
に
４
億
１
２
６

７
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
86
億
２
４
０
７
万

６
千
円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
内
容
は
、
町
有

地
管
理
用
フ
ェ
ン
ス
改
修
工

事
、
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
補

助
金
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

講
師
謝
礼
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
基
盤
等
整
備
事
業
補
助

金
、
帯
広
厚
生
病
院
運
営
費

補
助
金
、
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
医
療
従
事
者
派
遣

／

行
政
報
告

▼�

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　

９
月
１
日
現
在
の
主
な
作

物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
、

秋
ま
き
小
麦
は
平
成
27
年
に

次
ぐ
収
量
。
て
ん
菜
は
平
年

並
み
か
ら
や
や
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
馬
鈴
薯
は
平
年
並

み
。
豆
類
の
莢さ
や

数
は
大
豆
・

金
時
で
や
や
少
な
く
、
小
豆

は
や
や
多
い
。
飼
料
作
物
に

つ
い
て
、
牧
草
の
1
番
草
は

品
質
は
良
好
、
2
番
草
は
高

温
少
雨
の
影
響
で
生
育
は
停

滞
し
て
い
る
。
サ
イ
レ
ー
ジ

用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
出
芽

が
平
年
よ
り
３
日
早
く
良
好

で
生
育
と
登
熟
は
順
調
。

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

　

こ
れ
ま
で
に
本
町
に
供
給

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
は
１
万
５
千
15

回
分
で
あ
る
。
接
種
券
は
年

齢
区
分
ご
と
に
送
付
し
、
既

に
12
歳
以
上
の
対
象
者
に
郵

送
済
み
で
、
全
世
代
の
希
望

者
か
ら
接
種
予
約
を
受
付
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

は
12
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

新
た
な
対
象
者
に
、
月
単
位

で
の
送
付
を
予
定
し
て
い
る
。

　

国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
接
種
者
数

に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
の
方

が
対
象
の
高
齢
者
接
種
で
は
、

１
回
目
の
接
種
者
数
が
３
千

２
４
２
人
、
２
回
目
の
接
種

者
数
が
３
千
２
１
０
人
で
、

接
種
券
を
作
成
し
た
対
象
者

３
千
５
８
２
人
に
対
す
る
１

回
目
の
接
種
率
が
90
・
５
％
、

２
回
目
の
接
種
率
が
89
・
６

％
で
あ
る
。
12
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
は
、
１
回
目
の

接
種
者
数
が
３
千
８
０
７
人
、

２
回
目
の
接
種
者
数
が
３
千

２
５
５
人
で
、
接
種
券
を
作

成
し
た
対
象
者
５
千
51
人
に

対
す
る
１
回
目
の
接
種
率
が

75
・
４
％
、
２
回
目
の
接
種

率
が
64
・
４
％
で
あ
る
。

　

町
民
全
体
の
接
種
率
は
、

１
回
目
が
81
・
７
％
、
２
回

目
が
74
・
９
％
で
あ
る
。

　

本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

�

▼
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

　

市
町
村
計
画
の
策
定

　

本
町
で
は
、「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」（
旧

法
）
に
基
づ
き
「
清
水
町
過

▼�

教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
を
不
同
意

　

三
澤
吏
佐
子
さ
ん
（
文
京
）

を
教
育
委
員
会
教
育
長
に
任

命
（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長

提
案
が
あ
り
、
無
記
名
に
よ

る
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
可

否
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、
議

長
裁
決
の
結
果
、
議
会
は
同

意
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

▼�

令
和
３
年
度
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

収
益
的
支
出
に
つ
い
て
、

既
定
額
に
70
万
円
を
追
加
し
、

費
用
総
額
を
２
億
９
８
７
５

万
９
千
円
と
す
る
。

　

内
容
は
、
清
水
下
水
終
末

処
理
場
の
計
装
監
視
装
置
不

具
合
に
よ
る
修
繕
の
た
め
の

増
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
【
工
事
名
】
処
理
施
設
電

気
設
備
工
事
（
清
水
下
水
終

末
処
理
場
）【
方
法
】
指
名

競
争
入
札
【
契
約
金
額
】
５

２
３
６
万
円
【
契
約
の
相
手

方
】
株
式
会
社
牧
野
電
気

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
【
工
事
名
】
処
理
施
設
機

械
設
備
工
事
（
清
水
下
水
終

末
処
理
場
）【
方
法
】
指
名

競
争
入
札
【
契
約
金
額
】
１

億
１
１
３
２
万
円
【
契
約
の

▼�

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に

よ
り
、
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
設

▼�

過
疎
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
12
年
度
に
制
定
さ
れ

た
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
」（
旧
法
）
が
令

和
３
年
３
月
31
日
に
限
時
法

と
し
て
の
期
限
を
迎
え
失
効

し
、
新
た
に
、「
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
新
法
）

が
制
定
さ
れ
、
令
和
３
年
４

専
決
処
分

▼�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　

既
定
予
算
に
２
３
０
０
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
82
億
１
１
３
９
万
７
千

円
と
し
た
。

　

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対

象
年
齢
が
12
歳
以
上
に
引
き

下
げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
費

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
た
集
団
接
種
と
町
内
３

医
療
機
関
を
会
場
に
し
た
個

別
接
種
の
併
用
で
行
っ
て
き

た
が
、
一
定
程
度
ま
で
接
種

が
進
ん
だ
た
め
、
集
団
接
種

は
８
月
29
日
で
終
了
し
、
現

在
は
個
別
接
種
で
対
応
、
ま

た
、
接
種
の
予
約
も
、
予
約

セ
ン
タ
ー
で
の
予
約
枠
が
埋

ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
現
在
は
保
健
福
祉
課

で
予
約
を
調
整
し
て
い
る
。

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

旧
法
に
基
づ
く
「
清
水
町
過

疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
免
除
に
関
す
る
条
例
」（
旧

条
例
）
も
令
和
３
年
３
月
31

日
に
失
効
し
、
新
法
に
基
づ

く
、
旧
条
例
に
代
わ
る
新
条

例
と
し
て
、「
清
水
町
過
疎

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
も
の
。
新
条
例

の
規
定
内
容
は
、
対
象
業
種

と
し
て
製
造
業
、
農
林
水
産

物
等
販
売
業
、
旅
館
業
（
下

宿
業
を
除
く
）
に
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
が
追
加
さ
れ
る
な

ど
、
対
象
業
種
や
取
得
価
格

要
件
な
ど
が
拡
充
さ
れ
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】　

報
償
、
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
（
先

進
的
農
業
経
営
確
立
支
援
）、

十
勝
川
左
岸
地
区
農
業
用
水

管
理
事
務
施
設
修
繕
料
（
施

設
・
管
路
分
）、
御
影
地
区

農
業
用
水
管
理
事
務
施
設
修

繕
料
（
施
設
・
管
路
分
）、

地
域
活
性
化
事
業
負
担
金
、

中
小
企
業
近
代
化
資
金
利
子

補
給
等
補
助
金
、
地
域
活
性

化
商
品
券
事
業
補
助
金
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
端
末
機
器
導

入
等
補
助
金
、
小
規
模
事
業

者
持
続
的
発
展
支
援
事
業
給

付
金
、
中
小
企
業
等
事
業
再

構
築
促
進
事
業
給
付
金
、
地

域
活
性
化
事
業
決
済
手
数
料

給
付
金
、
芽
室
岳
登
山
口
環

境
整
備
工
事
、
清
水
公
園
ド

ッ
グ
ラ
ン
設
置
工
事
、
英
語

指
導
助
手
住
宅
用
備
品
、
英

語
指
導
助
手
渡
航
費
用
負
担

金
、
文
化
振
興
事
業
に
お
け

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
用

経
費
、
新
体
育
館
建
設
用
地

測
量
調
査
等
委
託
料
、
庁
舎

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
な
ど
。

【
可
否
同
数
、
議
長
裁
決
で

否
決
】

用
、
休
日
・
時
間
外
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
へ
の
医
療
従

事
者
派
遣
に
対
す
る
接
種
費

用
の
上
乗
せ
措
置
が
国
か
ら

あ
り
、
そ
れ
ら
の
追
加
分
を

7
月
8
日
に
専
決
処
分
で
予

算
措
置
し
た
こ
と
に
承
認
を

求
め
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】　

置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

国
の
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
所
管
が
総
務

省
か
ら
デ
ジ
タ
ル
庁
へ
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用

条
項
を
改
正
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】　

相
手
方
】
株
式
会
社
前
澤
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に

よ
り
、
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
が
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
主
体
と
し
て
明

確
に
位
置
付
け
ら
れ
、
現
在

本
町
で
徴
収
し
て
い
る
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数

料
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
が
徴
収
す
る

こ
と
と
な
り
、
再
交
付
手
数

料
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】　

／

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
11
億
８
７
９
４
万
８
千

円
と
す
る
。

　

内
容
は
、
介
護
給
付
費
及

び
地
域
支
援
事
業
費
等
の
確

定
に
伴
う
国
庫
道
費
負
担
金

等
返
還
金
の
追
加
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
」（
旧
計
画
）
を
策
定
し

て
い
た
が
、
新
た
に
策
定
さ

れ
た
「
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」（
新
法
）
に

基
づ
き
、
旧
計
画
を
引
き

継
ぐ
形
で
、
新
た
に
「
清
水

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

町
村
計
画
」
を
策
定
す
る
も

の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

川上　均　議員　　　　15ページ

１�　いちまる閉店による影響と今後の取
り組み

２�　プレミアム付き商品券の課題と今後
の取り組み

３�　清水高校の振興策と来年度学級数維
持に向けた取り組み

４　ハラスメント対策の結果と本年度の
　ハラスメント調査の取り組み

山下�清美　議員　　　10ページ

１　脱炭素への取り組みについて
２　体育館建設事業について

鈴木�孝寿　議員　　　　13ページ

１�　中学校の今後の在り方について
２�　職員研修及び管理職研修の在り方に
ついて

３�　管理職における入札等の介入につい
て

佐藤�幸一　議員　　　����11ページ

１　空き地の雑草対策について
２　ＪＲ北海道釧路支社への要請の成果��
　について
３　新型コロナウイルス対策について

高橋�政悦　議員　　　12ページ

１�　清水町地域防災計画にある自主防災
組織について

２�　公営住宅の用途廃止、目的外使用、
事業主体変更、地域対応活用について

一
般
質
問

　議員が町政全般に関して、執行機
関（町長や行政委員会）にその執行
の状況や将来の方針、住民生活に密
接に係わる事項等について質問をす
ることをいいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を
答弁も含めて90分以内としています。

一般質問とは

中河�つる子　議員　　　９ページ

１　防災対策について
２　「生理の貧困」対策について

９月定例会では、７人の議員
が17項目にわたり一般質問
を行いました。

※１議員最大３項目まで掲載、質問��
　と答弁は要約し掲載しています。な
　お、一般質問の全文はホームページ
　でご覧になれます。（９月定例会の
　内容は、12月末に掲載予定です）奥秋�康子　議員　　　14ページ

１�　投票時間見直しの検討結果は

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

全町民を収容可能な面積を確保
している

町長

台
風
災
害
か
ら
5
年

が
経
過
し
た
。
平
成

29
年
に
作
成
の
「
清
水
町
防

災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
の
内
容

と
避
難
体
制
に
つ
い
て
、
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
避
難
勧
告
」
が

今
年
５
月
に
廃
止
さ
れ
「
避

難
指
示
」
一
本
に
な
っ
た
。

避
難
指
示
が
出
れ
ば
、
全
員

退
避
に
な
る
が
、
そ
の
施
設

の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

問

「
避
難
指
示
」

発
令
の
際
は
、

た
だ
ち
に
危
険
な
場
所
か
ら

避
難
す
る
。「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」
は
改

正
で
「
高
齢
者
等
避
難
」
に

変
わ
り
、
避
難
に
時
間
を
要

経
済
的
な
理
由
で
、

生
理
用
品
の
入
手
に

苦
し
む
「
生
理
の
貧
困
」
が

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
６
月
16
日
に
出
さ

れ
た
政
府
の
「
女
性
活
躍
・

男
女
共
同
参
画
の
重
点
方
針

２
０
２
１
」
の
中
に
「
生
理

の
貧
困
」
に
あ
る
女
性
へ
の

問

本
町
と
し
て

は
、
保
健
室

に
生
理
用
品
を
備
え
る
こ
と

で
対
応
し
た
い
。
養
護
教
諭

等
と
相
談
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
困
の

状
況
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の

把
握
と
必
要
な
支
援
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

避難指示の際、全員避難できる
施設は確保できるのか

生
理
用
品
を
女
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
置
い
て
は

保
健
室
に
生
理
用
品
を
備
え
、
相
談
体
制
を
整
え
る

教
育
長

町
長

支
援
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
声
を
あ
げ
に
く

い
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

学
校
へ
通
う
た
め
に
、
町
内

の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
公

共
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
の
個

室
に
生
理
用
品
を
置
く
べ
き

と
考
え
る
が
教
育
長
の
考
え

を
伺
う
。

中河�つる子　議員

教
育
長

防
災
無
線
機
が
各
戸

に
貸
与
さ
れ
た
が
、

普
及
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

お
年
寄
り
、
障
が
い

者
を
含
め
、
避
難
体

制
作
り
は
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

地
域
へ
の
防
災
教
育

は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

問問

問

す
る
方
は
、
発
令
さ
れ
た
危

険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
こ

と
に
な
る
。
避
難
施
設
は
一

人
当
た
り
の
必
要
面
積
を
４

㎡
と
想
定
し
、
公
共
施
設
や

学
校
の
建
物
に
お
い
て
計
算

上
、
全
町
民
が
避
難
し
て
も

収
容
可
能
な
面
積
を
確
保
し

て
い
る
。

戸
別
受
信
機

の
普
及
率
は
、

全
世
帯
の
約
66
％
で
あ
る
。

今
後
も
普
及
に
向
け
て
働
き

か
け
る
。

町
長

自
ら
避
難
す

る
こ
と
が
困

難
な
方
は
２
０
９
人
い
る
。

支
援
計
画
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
に
「
町
災
害
時
要
支
援

町
内
の
小
中

学
校
に
お
い

て
、
児
童
・
生
徒
が
安
全
に

町
長

町
長

関
す
る
意
識
を
育
む
た
め
、「
一

日
防
災
学
校
」
を
実
施
し
、

そ
の
中
で
平
成
28
年
の
台
風

被
害
の
状
況
や
今
後
の
対
策

の
説
明
、
家
庭
で
準
備
す
る

備
蓄
品
の
紹
介
、
屋
内
用
テ

清水町防災ガイドマップ

者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
関
係
機
関
と
情
報
を

共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
や
町
内
会
、
高

齢
者
支
援
員
に
よ
り
定
期
的

な
状
況
把
握
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

ン
ト
と
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

組
み
立
て
、
避
難
所
運
営
ゲ

ー
ム
を
実
施
し
、
率
先
し
て

行
動
で
き
る
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
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各
家
庭
で
の

省
エ
ネ
の
推

進
や
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
活
用
促
進
、
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
、
役
場

と
し
て
節
電
や
公
用
自
転
車

の
配
置
、「
十
勝
一
斉
ノ
ー

カ
ー
デ
ー
」
で
の
徒
歩
や
自

転
車
で
の
通
勤
奨
励
な
ど
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

国
は
、
昨
年
10
月
に

「
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

ゼ
ロ
に
す
る
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
」
と
宣
言
、
今
年
6
月
に

「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
決
定
し
、
２
０
２
５
年
ま

で
の
集
中
期
間
に
政
策
総
動

員
を
す
る
。

　

北
海
道
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
を
新
た
な
成
長
戦

略
の
一
つ
に
掲
げ
た
。
こ
の

動
き
を
受
け
、
本
町
で
今
年

度
脱
炭
素
を
検
討
し
た
事
業

は
あ
る
か
。

問

町
長

2050年までに脱炭素の町の
実現に向け取り組む

町長

脱炭素の町を目指す考えは

山下�清美　議員

昨
年
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で

交
通
の
利
便
性
や
防
災
面
を

考
慮
し
た
意
見
が
多
く
、
周

辺
道
路
と
の
ア
ク
セ
ス
面
か

ら
ホ
ク
レ
ン
所
有
地
を
建
設

用
地
と
す
る
方
針
と
し
た
。

体
育
館
建
設
予
定
地

が
発
表
さ
れ
た
が
、

町
有
地
の
有
効
な
利
活
用
の

観
点
か
ら
検
討
し
た
の
か
。

問

交
通
の
利
便
性
や
防
災
面
の
立
地
を

考
慮
し
た

町
長

体育館建設予定地となっている
ホクレン所有地

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

空き地の雑草対策は
状況に応じ個別通知を行い、
環境の保持に努める

町長

町
内
の
あ
ち
こ
ち
に

空
き
地
が
見
ら
れ
、

き
ち
っ
と
管
理
さ
れ
て
い
る

箇
所
も
あ
る
が
、
雑
草
が
伸

び
放
題
の
箇
所
も
あ
り
景
観

を
損
ね
る
ば
か
り
で
な
く
、

夏
は
害
虫
、
春
や
秋
は
火
災

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

町
と
し
て
、
地
主
に
対
し
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

問

空
き
地
の
適

正
な
管
理
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、

不
法
投
棄
抑
止
の
た
め
の
清

潔
保
持
の
努
力
義
務
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
私

有
地
の
管
理
は
所
有
者
等
の

責
務
で
あ
る
こ
と
の
周
知
に

努
め
、
状
況
に
応
じ
て
個
別

の
通
知
を
行
い
、
町
民
の
適

正
な
生
活
環
境
の
保
持
に
努

め
る
。

町
長
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
釧
路
へ
出

張
し
た
と
書
き
込
ん
で
お
り
、

新
聞
で
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
釧
路

支
社
へ
の
特
急
列
車
の
十
勝

清
水
駅
停
車
の
要
請
と
あ
る

が
、
成
果
を
伺
う
。

問 Ｊ
Ｒ
北
海
道
釧
路
支
社
へ
の

特
急
列
車
停
車
の
要
請
の
成
果
は

今
後
も
粘
り
強
く
要
請
す
る

町
長

特
急
列
車
の

停
車
本
数
の

増
加
に
つ
い
て
芽
室
町
と
と

も
に
要
請
を
行
っ
た
。
十
勝

清
水
駅
に
お
け
る
特
急
列
車

の
停
車
本
数
の
増
加
は
、
駅

利
用
者
の
増
加
と
と
も
に
、

国
は
北
海
道
に
８
月

27
日
か
ら
９
月
12
日

ま
で
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令

し
、
北
海
道
は
本
町
を
一
般

措
置
区
域
と
し
て
様
々
な
制

約
を
課
し
た
。
特
に
飲
食
店

へ
の
時
短
営
業
等
の
要
請
で
、

飲
食
店
や
酒
類
販
売
事
業
者
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
に
対
し

町
独
自
で
支
援
金
を
交
付
し
、

問

要
請
等
に
応

じ
た
中
小
企

業
、
個
人
事
業
者
に
対
し
て

１
店
舗
ご
と
に
、
１
日
あ
た

り
の
売
上
高
が
８
万
３
３
３

３
円
以
下
の
場
合
は
、
最
大

87
万
５
千
円
、
25
万
を
超
え

る
場
合
は
最
大
２
６
２
万
５

千
円
等
が
支
給
さ
れ
る
。
本

要
請
の
対
象
外
の
事
業
者
に

佐藤�幸一　議員

町
長

町
長

町
長

飲
食
業
等
に
対
し
支
援
金
で
救
済
す
る
考
え
は

国
や
道
の
支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
町
独
自
で
実
施
は
し
て
い
な
い

町
長

救
済
す
る
考
え
は
な
い
か
。

札
幌
圏
を
往
復
す
る
町
民
の

利
便
性
向
上
と
ビ
ジ
ネ
ス
客

や
観
光
客
の
往
来
増
加
に
よ

っ
て
、
町
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

粘
り
強
く
要
請
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

感
染
力
の
強
い
デ

ル
タ
株
が
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
が
、
無
症
状

者
か
ら
の
感
染
拡
大
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

問 対
し
て
は
、
経
済
産
業
省
の

月
次
支
援
金
や
北
海
道
の
特

別
支
援
金
等
が
あ
る
。
現
在

は
国
や
道
の
支
援
制
度
が
創

設
さ
れ
た
た
め
、
町
独
自
の

直
接
給
付
は
実
施
し
て
い
な
い
。

空き地の管理は所有者の責務

検
査
を
実
施

し
て
も
そ
の

時
点
だ
け
の
結
果
で
あ
り
、

感
染
防
止
の
効
果
が
継
続
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

町
長

２
０
５
０
年
ま
で
に

脱
炭
素
の
町
の
実
現

を
目
指
す
考
え
は
。

問

町
民
や
事
業

所
等
と
連
携

し
、
２
０
５
０
年
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
脱
炭
素
の
町
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

建
設
予
定
地
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き

町
民
の
意
見
を
聞
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

問

建
設
基
本
構

想
・
基
本
設

計
（
案
）
と
と
も
に
、
町
民

の
方
々
の
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。

各
事
業
に
脱
炭
素
の

視
点
を
盛
り
込
む
考

え
は
あ
る
か
。

問

脱
炭
素
の
取

り
組
み
は
重

要
と
考
え
、
太
陽
光
や
バ
イ

オ
ガ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電
気

の
有
効
利
用
や
森
林
等
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
の
確

保
な
ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

町
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長脱

炭
素
に
向
け
た
庁

内
検
討
会
議
が
必
要

と
思
う
が
設
置
の
考
え
は
。

問

経
済
や
農
業
、

建
設
、
施
設

管
理
な
ど
各
分
野
を
所
管
す

る
部
署
で
研
究
・
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
横
断
的
な
取
り

組
み
が
必
要
な
課
題
が
あ
る

場
合
は
庁
内
検
討
会
議
の
設

置
を
検
討
す
る
。

町
長２

０
２
５
年
ま
で
の

集
中
期
間
の
政
策
総

動
員
へ
の
対
応
の
考
え
は
。

問

脱
炭
素
に
向

け
た
課
題
と

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
す
る
。

町
長

町
民
検
討
会
議
の
意

見
の
咀そ
し
ゃ
く嚼

や
若
い
世

代
の
職
員
の
意
見
の
掌
握
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

問

体
育
館
の
建
設

規
模
等
を
議
論

す
る
際
、
意
見
を
伺
い
た
い
。

庁
内
会
議
で
の
議
論

を
ど
の
よ
う
に
踏
ま

え
た
か
。

問

新
体
育
館
等

庁
内
検
討
会

議
に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区

域
外
で
交
通
の
利
便
性
を
考

慮
し
市
街
地
が
望
ま
し
い
と

の
方
向
を
出
し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

体
育
館
建
設
予
定
地
は

ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
の
か

　

無
症
状
者
か
ら
の
感
染
を

防
止
す
る
た
め
、
希
望
者
へ

公
費
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
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さ
ま
ざ
ま
な
職
員
研

修
を
実
施
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
一
般

的
に
ま
だ
ま
だ
世
の
中
に
は

旧
態
依
然
の
指
導
を
さ
れ
て

い
る
管
理
職
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
中
で
、
清
水
町
役

場
で
は
ど
の
よ
う
な
職
員
研

修
を
実
施
し
、
適
正
な
職
場

づ
く
り
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問 第５回定例会

町政を問う！ 一般質問

自主防災組織の
活動の現況は

町
営
住
宅
は
老
朽

化
し
て
い
る
も
の

を
含
め
、
４
７
０
戸
が
供
用

さ
れ
、
入
居
者
数
は
３
６
９

戸
と
認
識
し
て
い
る
。
残
り

が
空
き
家
と
な
る
が
、
空
き

家
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え

た
上
で
、
町
営
住
宅
の
用
途

廃
止
、
民
間
事
業
者
が
リ
フ

ォ
ー
ム
や
管
理
を
請
け
負
う

な
ど
、
入
居
条
件
の
制
限
の

な
い
住
宅
の
設
置
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
へ
の
活
用

な
ど
検
討
余
地
は
あ
る
が
、

問

町
内
に
は
１

３
１
の
町
内

会
等
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

66
町
内
会
等
が
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
て
い
る
。
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
て
い
な

い
町
内
会
等
に
は
結
成
の
検

討
を
お
願
い
し
て
い
く
。
結

成
し
た
町
内
会
等
に
お
い
て

は
、
会
員
の
避
難
先
や
経
路

の
確
認
、
非
常
時
の
連
絡
網

の
作
成
な
ど
可
能
な
範
囲
の

活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
。

平
成
30
年
に
自
主
防
災
組
織

に
担
当
職
員
を
配
置
し
、
防

災
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や

組
織
運
営
の
事
務
補
助
等
の

支
援
を
し
て
い
る
。

　
組
織
の
資
機
材
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
に
よ
る
支
援
を

図
っ
て
い
く
。

　
人
材
の
養
成
に
つ
い
て
は
、

防
災
に
関
す
る
講
演
会
・
研

修
会
の
開
催
や
、
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
や
防
災
マ
ス
タ
ー
の

育
成
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

近
年
、
日
本
は
も
と

よ
り
世
界
各
地
で
発

生
し
て
い
る
気
候
変
動
に
よ

る
異
常
気
象
は
、
そ
れ
を
止

め
る
た
め
の
時
間
は
限
り
な

く
少
な
く
、
既
に
着
々
と
悪

化
し
て
い
る
問
題
だ
と
多
く

の
方
が
感
じ
て
い
る
と
思
う
。

２
０
１
６
年
８
月
に
本
町
を

襲
っ
た
台
風
災
害
も
世
界
的

異
常
気
象
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
認
識
で
き
る
。

　

台
風
災
害
の
経
験
を
踏
ま

え
、
平
成
30
年
７
月
に
住
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

災
害
等
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
清
水
町

地
域
防
災
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
特
に
町
民

が
直
接
的
に
災
害
発
生
の
防

止
や
被
害
軽
減
を
図
る
た
め

に
設
置
す
る
自
主
防
災
組
織

の
育
成
等
に
関
す
る
進
捗
状

況
と
活
動
の
現
況
、
行
政
の

支
援
体
制
、
資
機
材
の
整
備

状
況
と
今
後
の
方
針
、
自
主

防
災
活
動
の
中
心
と
な
る
人

材
の
養
成
等
に
つ
い
て
、
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

問

町
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
管
理
を
し
、
住

宅
が
現
在
は
４
７
０
戸
で
、

こ
の
う
ち
耐
用
年
数
30
年
を

超
え
て
い
る
戸
数
は
２
４
６

戸
で
入
居
戸
数
は
１
８
７
戸
、

耐
用
年
数
以
内
は
２
２
４
戸

あ
り
、
入
居
戸
数
は
１
８
２

戸
で
あ
る
。

　
空
き
家
は
１
０
１
戸
あ
る

が
、
一
部
の
住
宅
で
設
備
を

追
加
し
入
居
率
を
上
げ
る
対

策
を
し
て
い
る
。
耐
用
年
数

の
過
ぎ
た
公
営
住
宅
は
用
途

廃
止
が
可
能
で
、
民
間
事
業

者
へ
貸
し
付
け
て
リ
フ
ォ
ー

ム
等
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

も
ら
う
な
ど
、
幅
広
い
用
途

で
有
効
活
用
で
き
る
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

町
長

66町内会等が自主防災組織
を結成、担当職員を配置し情
報提供等の支援を行っている

町長

幅
広
い
用
途
で
有
効
活
用
で
き
る

方
策
を
検
討
し
て
い
く

高橋�政悦　議員

町
長

老
朽
化
し
て
い
る
町
営

住
宅
の
活
用
策
は

先
日
の
議
会

全
員
協
議
会

に
て
、
本
町
の
教
育
に
対
す

る
私
の
考
え
方
を
述
べ
た
。

８
月
24
日
の
議
会
全

員
協
議
会
の
場
に
お

い
て
、
町
長
が
御
影
中
学
校

と
清
水
中
学
校
の
合
併
に
つ

い
て
表
明
さ
れ
た
が
、
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
義
務
教
育

学
校
と
し
て
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

改
め
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
学
校
の

研
究
と
共
に
合
併
に
つ
い
て

も
教
育
委
員
会
で
協
議
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
取
り
組
ん

で
い
く
か
伺
う
。

問

今後の在り方についての考え方は
学校の統合については将来の可能性を述べた
ものである

町長

６
月
の
定
例
会
で
指

摘
し
た
管
理
職
の
入

札
等
の
介
入
に
つ
い
て
調
査

を
依
頼
し
た
が
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

問

6
月
29
日
、

30
日
に
副
町

長
が
各
課
長
に
対
し
、
入
札

談
合
等
関
与
行
為
防
止
法
や

公
務
員
倫
理
に
関
す
る
規
程

等
に
反
す
る
行
為
が
な
か
っ

た
か
、
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

ま
た
、
課
長
補
佐
職
に
対
し
、

職員研修の様子

町
長

各
担
当
課
長
が
同
様
の
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
入
札
に
関

す
る
違
法
行
為
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
職
員
に
は
引
き

続
き
法
令
を
遵
守
し
、
信
頼

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

鈴木�孝寿　議員

問 職
員
及
び
管
理
職
研
修
の
在
り
方
は

研
修
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
や
職
場
の
支
援
体
制
が

重
要
で
あ
り
、
効
果
的
な
研
修
を
進
め
て
い
く

町
長

令
和
元
年
度

に
は
管
理
職

を
対
象
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
と
し
て
「
パ
ワ
ハ
ラ
と
指

導
の
違
い
」
と
い
う
内
容
で

実
施
し
た
。
職
員
研
修
は
人

材
育
成
の
基
本
と
考
え
て
お

り
、
研
修
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
や
職
場
の
支
援
体
制
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
も
効
果

町
長

管
理
職
に
お
け
る
入
札
等
の
介
入
は

町
長

入
札
に
関
す
る
違
法
行
為
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

町営住宅の有効活用が検討される

町
長

町
長

そ
の
際
、「
少
子
化
が
進
む

中
で
、
教
育
環
境
の
充
実
に

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
御

影
地
区
で
義
務
教
育
学
校
と

い
う
手
法
を
用
い
た
小
中
一

貫
教
育
に
取
り
組
む
必
要
が

生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

清
水
地
区
と
御
影
地
区
の
学

校
の
統
合
を
検
討
す
る
場
面

や
必
要
性
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
発
言
し
た
が
、「
清

水
中
学
校
」
や
「
御
影
中
学

校
」、「
合
併
」
の
言
葉
を
使

っ
た
発
言
は
し
て
い
な
い
。

　
今
後
の
議
論
や
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
将
来
的
に
学
校
の
統

合
を
検
討
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

的
な
研
修
を
進
め
て
い
く
。

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町長が表明された中学校の

教
育
委
員
会

と
し
て
は
、

現
在
、
小
中
一
貫
教
育
に
向

け
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
義
務
教
育

学
校
の
設
置
の
議
論
を
行
う

こ
と
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

現
地
点
で
協
議
の
予
定
は
な

い
。 教

育
長

教育委員会では、小中一貫教育に向けて調査
研究を行っている

教育長
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問第５回定例会

町政を問う！ 一般質問

　
市
街
地
の
投
票
所
の
投
票

時
間
の
繰
り
上
げ
に
つ
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
を

行
っ
た
。
投
票
所
の
時
間
別

の
投
票
者
数
や
管
内
市
町
村

の
投
票
時
間
の
状
況
か
ら
、

市
街
地
に
あ
る
4
か
所
の
閉

鎖
時
間
を
１
時
間
程
度
繰
り

上
げ
す
る
こ
と
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
総
務
省
か
ら
通

達
等
が
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
投

票
所
に
選
挙
人
が
集
中
す
る

こ
と
を
避
け
る
よ
う
対
策
を

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

導
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
令
和
4
年
度
の
参
議
院
選

挙
か
ら
の
実
施
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

防
災
行
政
無
線
の
活
用
、
広

３
月
議
会
で
町
内
の

14
か
所
の
投
票
所
の

う
ち
、
市
街
地
に
あ
る
４
か

所
の
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
を

２
時
間
繰
り
上
げ
午
後
６
時

に
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、

投
票
率
向
上
の
た
め
投
票
機

会
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
そ
の
後
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　

管
内
19
市
町
村
の
う
ち
14

町
村
が
す
べ
て
の
投
票
時
間

を
短
縮
し
て
い
る
が
、
有
権

者
の
多
い
５
市
町
が
午
後
８

時
ま
で
確
保
し
て
い
る
と
し

て
本
町
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て

い
る
。
十
勝
の
中
心
で
あ
る

帯
広
市
、
４
万
人
を
大
き
く

超
え
る
全
道
一
の
町
で
あ
る

音
更
町
や
、
幕
別
町
、
芽
室

町
も
本
町
の
約
２
倍
の
人
口

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
市
町
と

同
じ
と
考
え
る
の
は
住
民
感

情
か
ら
判
断
し
て
も
理
解
し

が
た
い
。

　

有
権
者
の
投
票
機
会
は
期

日
前
投
票
に
お
い
て
、
告
示

日
の
翌
日
か
ら
毎
日
午
後
８

時
ま
で
投
票
で
き
る
の
で
、

問

閉鎖時刻の１時間程度の繰り上げを
前向きに検討している

報
車
の
運
行
、
選
挙
公
報
の

発
行
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の

方
に
投
票
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

選
挙
管
理
委
員
長

いちまる閉店後の買い物
弱者等への対策は

コミュニティバスや買い物銀行
バスの充実等を検討する

町長

本
町
で
は
こ

の
１
年
半
で

飲
食
・
宿
泊
業
の
落
ち
込
み

が
激
し
い
と
分
析
。
そ
の
た

め
、
10
月
に
発
行
予
定
の
地

域
活
性
化
商
品
券
で
は
飲
食

店
と
小
規
模
店
舗
専
用
券
を

設
け
、
11
月
以
降
に
電
子
マ

ネ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
活

用
し
た
消
費
喚
起
策
を
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
般
の

補
正
予
算
で
は
理
解
を
得
ら

れ
ず
、
残
念
で
あ
る
。
昨
年

度
は
緊
急
支
援
事
業
給
付
金

と
し
て
、
町
内
事
業
所
に
約

５
９
８
２
万
円
の
給
付
を
行

っ
た
が
、
現
在
は
国
の
月
次

支
援
金
、
道
の
特
別
支
援
金

制
度
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、

本
町
独
自
の
直
接
給
付
は
実

施
し
て
い
な
い
。

ス
ー
パ
ー
い
ち
ま
る

が
８
月
末
で
閉
店
し

た
が
、
改
め
て
こ
の
間
の
存

続
に
向
け
た
対
応
と
今
後
発

生
す
る
買
い
物
弱
者
、
そ
し

て
跡
地
利
用
を
含
め
た
ま
ち

づ
く
り
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

飲
食
店
と
小
規
模
店
舗
専
用
券
を
設

け
る

町
長

７
月
30
日
に

イ
オ
ン
北
海

道
㈱
か
ら
現
店
舗
の
老
朽
化

等
を
総
合
的
に
判
断
し
閉
店

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
買
い
物

銀
行
バ
ス
の
充
実
等
を
検
討

し
た
い
。
跡
地
利
用
で
は
、

所
有
者
の
日
本
甜
菜
製
糖
㈱

と
継
続
的
に
情
報
交
換
を
進

め
、
有
効
な
町
と
し
て
の
支

援
等
を
早
急
に
検
討
し
た
い
。

町
長

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
は
本
来
、「
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
」

の
側
面
が
強
い
が
、
現
在
は

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の

消
費
落
ち
込
み
に
よ
る
中
小

事
業
者
へ
の
支
援
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
１
年
間
を

振
り
返
る
と
一
般
的
な
消
費

と
一
部
大
型
消
費
に
偏
り
、

肝
心
な
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
中
小
事
業
者
に
は
回
っ

て
い
な
い
現
状
が
見
ら
れ
る
。

　

３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言

も
あ
り
、
商
品
券
の
行
き
届

か
な
い
中
小
事
業
者
へ
の
直

接
支
援
の
実
施
を
強
く
求
め

た
い
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

問

問

川上　�均　議員

清
水
高
校
の
３
学
級

間
口
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
た
１
年

で
あ
り
、
こ
の
間
の
高
校
の

魅
力
発
信
と
併
せ
て
、
町
外

の
生
徒
を
取
り
込
む
た
め
の

経
済
支
援
の
取
り
組
み
な
ど

多
様
な
方
策
が
求
め
ら
れ
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

問

清
水
高
校
振

興
会
を
通
じ

た
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

資
格
取
得
検
定
料
や
模
擬
試

験
料
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
借
上
料
、

グ
ル
メ
開
発
事
業
経
費
等
の

支
援
を
実
施
し
て
き
た
。
昨

年
度
か
ら
は
御
影
地
区
か
ら

の
通
学
費
全
額
補
助
、
町
内

業
者
の
校
内
で
の
パ
ン
販
売

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
で

は
行
き
届
か
な
い
中
小
事
業

者
へ
の
支
援
策
は

清
水
高
校
の
振
興
策
と

来
年
度
学
級
数
維
持
に

向
け
た
取
り
組
み
は

パティシエロワイヤルで
入賞した清水高校生が考
案したスイーツ

市街地の投票所の投票時間
繰り上げの検討状況は

投
票
時
間
を
短
縮
し
て
も
確

保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

奥秋�康子　議員

選挙管理委員長

10月31日に執行の衆議院議員総選挙の期日前投票所

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
経
費
の
助
成
を

検
討
し
て
い
る

教
育
長

教
育
長

　
若
年
層
へ
の
対
応
は
、
教

育
委
員
会
と
も
連
携
を
と
り

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
国
と
し
て
も
さ
ら
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
長

投
票
率
の
低
下
・
減

少
の
原
因
と
し
て
、

若
い
世
代
の
低
下
が
考
え
ら

れ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

の
主
権
者
教
育
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
投
票
率
向
上
の
た

め
積
極
的
な
選
挙
権
の
行
使

を
促
す
取
り
組
み
が
必
要
と

問

へ
の
助
成
、
本
年
度
は
Ｆ
Ｍ
・

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
放
送
に
よ
る
高

校
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

次
年
度
か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
必
修
に
な
る
こ

と
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
経

費
の
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

次
年
度
か
ら
は
「
社
会
創
造
」

「
科
学
技
術
」「
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
保
健
福
祉
」
の
４
系
列
に

再
編
、
さ
ら
に
体
験
入
学
の

充
実
も
予
定
さ
れ
、
入
学
希

望
者
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

考
え
る
が
、
選
挙
管
理
委
員

長
の
考
え
を
伺
う
。
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件 　　　名 提　出　者 紹介議員 審査
委員会

 委員会
結果

本会議での
結果と措置

コロナ禍における農畜産物
の消費拡大及び高温・干ば
つによる農作物被害対策を
求める請願書について

清水町農民連盟　
　執行委員長　
　　　高田 秀昭

口田邦男
議員

総務産業
常任

委員会
採　択

採　択
意見書を提出

先日の町議会で否決となっ
た令和３年度清水町一般会
計補正予算に関する陳情書
について

（※清水町商工会からの陳情書に
関する記事は、３ページにも掲
載しています）

清水町商工会
会長　残間　一憲 ー 議会運営

委員会 採　択 採　択

　９月定例会前に受理した町民からの請願・陳情は２件でした。
　常任委員会等に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情請願・陳情
みなさんからのみなさんからの

はこうなりましたはこうなりました

意 

見 

書

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献

す
る
た
め
、
適
切
な
間
伐
と

伐
採
後
の
着
実
な
再
造
林
の

推
進
に
必
要
な
森
林
整
備
事

業
予
算
や
、
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進
に
必
要
な
治
山
事

業
予
算
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る

林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
、
生
産
・
流
通
体
制
の
強

化
、
都
市
の
木
造
化
な
ど
に

よ
る
道
産
木
材
の
販
路
拡
大
、

森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
の

育
成
な
ど
に
必
要
な
支
援
を

充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し
地

方
税
財
源
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

令
和
４
年
度
以
降
３
年
間

の
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ

い
て
は
、「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２

１
」
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を

下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に

同
水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
急
速
な
高
齢
化

に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費

が
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
他
の
地
方
歳
出
に
不

合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ

な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。

　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村

の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で

あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
見
直
し
は
、
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農

畜
産
物
の
消
費
拡
大
及
び

高
温
・
干
ば
つ
に
よ
る
農

作
物
被
害
対
策
を
求
め
る

意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

危
機
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
21
都

道
府
県
に
拡
大
さ
れ
、
北
海

道
で
も
３
度
目
の
「
緊
急
事

態
宣
言
」
の
発
令
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
く
コ

ロ
ナ
禍
を
収
束
さ
せ
る
効
果

的
な
対
策
と
、
農
畜
産
物
の

価
格
回
復
や
消
費
拡
大
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
。

　

７
月
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
記
録
的
な
高
温
・
少
雨

の
気
候
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、

全
道
に
わ
た
っ
て
農
作
物
全

般
に
被
害
が
及
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
、
酪
農
・
畜
産
に
お

い
て
も
高
温
・
干
ば
つ
に
よ

り
飼
料
作
物
の
収
量
が
落
ち

込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
次

年
度
に
向
け
て
営
農
の
継
続

が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社

会
資
本
の
整
備
・
管
理
が
長

期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
公
共
事
業
関
係
予
算
の

所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
実
態
に
鑑
み
予

算
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
。

　

新
広
域
道
路
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
高
規
格
道
路
に
つ

い
て
は
、
着
手
済
み
区
間
の

早
期
開
通
、
未
着
手
区
間
の

早
期
着
手
及
び
暫
定
２
車
線

区
間
の
４
車
線
化
と
い
っ
た

機
能
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

冬
期
に
お
け
る
円
滑
な
交

通
確
保
の
た
め
、
除
排
雪
に

必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
と

と
と
も
に
、
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
除
雪
機
械
等
の
計

画
的
な
更
新
・
増
強
が
可
能

と
な
る
よ
う
財
政
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

議会モニター会議議会モニター会議
第２期目の議会モニターを委嘱第２期目の議会モニターを委嘱

主な意見・質疑
・議会だよりについて　
　議会モニターからは、「議会だよりが分かり
やすくなったので、今後も継続してほしい」「一
般質問の中身を端折り過ぎている」「表紙に子
どもたちの写真を載せるのは親しみやすくて評
価するが、今後幅広い世代を対象にしてはどう
か」「中身が豊かになったが、広報しみずの内
容と重ならないよう、議会に即した内容を細か
く取り上げてほしい」「表紙など写真の構成が
素晴らしい。議員のイラストが気に入っている」
など、様々な意見が寄せられ、貴重な意見とし
て今後の広報編集で検討したいと回答しました。

・議会活動について
　「YouTube から議会中継を視聴できるように
なり嬉しい。動画に目次を付けると見やすい」「議
員の方々は自分の考えに則って意見を交わして
いるので、その結果、より良い結論になればよ
いと思う」「教育長の再任が不同意となったが、
根拠を説明してほしい」などの意見があり、議
長からは、「議員はそれぞれの判断を基に執行
側の提案の説明を受け議論を尽くし臨んでいる
のでご理解願いたい。提案者である執行側によ
り丁寧な説明を要望するなど、お互いに協議を
進めたい」と回答しました。

第１回第１回

清水町議会モニター
　出田 牧子 さん　
　大野 春雄 さん　
　北村 光明 さん

　鈴木 謙三 さん　
　高橋 利幸 さん　
　徳田 貴士 さん

　三浦 明彦 さん

議会モニターの皆さんに
委嘱状をお渡ししました

　10月５日、本年度第１回目の議会モニター
会議が議場で行われました。議会モニターの
設置は、町民からの意見・提言その他の意見
を広く聴取し、町議会の運営に反映させるた
めに令和元年度から始めました。議会モニタ
ーの任期は２年で、本年度から第２期目の議
会モニター（７名）を委嘱しています。
　当日の会議は、５名の議会モニターが出席し、
桜井崇裕議長からの挨拶・委嘱状の交付後、
中島里司議会運営委員長から制度の説明、意
見交換を行い、高橋政悦副議長からの挨拶で
終了しました。
　本会議や委員会等の傍聴、意見の提出、議
員との意見交換などを通じて、議会モニター
から出された意見や提言を議会の活性化につ
なげていきたいと考えています。
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模擬議会終了後、ほっとしたところで記念撮影

　

大
学
進
学
や
公
務
員
を

志
望
す
る
清
水
高
校
の
3

年
生
10
名
が
総
合
的
な
探

求
の
時
間
で
地
域
の
課
題

を
研
究
し
て
お
り
、
そ
の

活
動
の
一
環
で
、
10
月
５
日
、

本
会
議
場
で
模
擬
議
会
に

臨
み
ま
し
た
。

　

清
水
高
校
生
と
の
模
擬

議
会
は
、
町
政
や
議
会
活

動
へ
の
関
心
や
理
解
を
深

め
る
目
的
で
開
催
し
た
も

の
で
、
今
回
で
２
回
目
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
側
と
し
て
は
、
生

徒
が
地
域
の
未
来
に
向
け

て
課
題
を
具
体
的
に
考
察
し
、

議
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
質
問
や
意
見
を

行
う
こ
と
で
、
将
来
、
地

域
を
担
う
人
材
と
し
て
働

く
意
欲
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
高
校

生
は
模
擬
議
会
開
催
ま
で

の
間
に
、
授
業
の
中
で
、

地
域
の
実
態
を
知
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
２
回
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
案
及
び
質
問
の

作
成
、
議
会
傍
聴
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

議
会
議
員
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
６
月
29
日
に

は
議
会
運
営
委
員
か
ら
一

般
質
問
へ
向
け
た
情
報
収

集
や
質
問
の
組
み
立
て
方
、

９
月
28
日
に
は
リ
ハ
ー
サ

ル
と
し
て
全
議
員
か
ら
再

質
問
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ま
し
た
。

　

模
擬
議
会
当
日
は
議
場

を
会
場
に
、
阿
部
町
長
を

は
じ
め
副
町
長
、
課
長
職

全
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

桜
井
議
長
に
よ
る
進
行
の

も
と
、
本
会
議
と
同
様
に

議
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
の

模
様
は
９
月
定
例
会
よ
り

運
用
開
始
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
生
配
信
も
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
4
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、「
若

者
が
集
ま
る
町
に
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策
」、「
清

水
町
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
」、「
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
た

町
お
こ
し
」、「
清
水
町
の

公
園
の
在
り
方
」
の
4
項

目
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
は
、
20
分

の
持
ち
時
間
を
い
っ
ぱ
い

に
使
い
、
す
る
ど
い
質
問

や
提
案
を
投
げ
か
け
、
理

事
者
側
か
ら
の
答
弁
を
引

き
出
し
て
い
ま
し
た
。

リハーサルで最終調整

模擬議会に出席した
高校生議員

　　木　下　大　地　さん
　　岸　上　　　樂　さん　
　　伊　達　光紗葵　さん
　　中　林　寿泉奈　さん
　　真　野　寛　也　さん
　　水　口　晴　斗　さん
　　白　鳥　太　陽　さん
　　西　垣　波　音　さん
　　片　岡　剛　琉　さん
　（小野田　蓮さんは当日欠席）

若者若者が集まる町にするためが集まる町にするため
スケートボードパークの設置をスケートボードパークの設置を

若若者をターゲットに者をターゲットに
町特産品をＰＲしては町特産品をＰＲしては

アアイスホッケーでイスホッケーで
さらに町の活性化をさらに町の活性化を

魅力魅力ある公園整備にはある公園整備には
何が必要か何が必要か

こんな 質問 がありました

本町では、イベントを通じた食の PR を
はじめ、町観光協会と連携して、ホーム

ページや SNS を活用した情報発信、物産展へ
の出展を行ってきた。今後は情報発信力のあ
る若者をターゲットとした特産品の開発支援
と PR 方法が必要と考えている。

「アイスホッケーの町」である清水町を、
さらに活性化させるためには、競技人

口の増加、知名度の向上が必要である。現在、
清水高校、全十勝 A、御影グレッズは全国的
にも有名で毎年全国から７～８名の選手が清
水町に集まっている。アイスアリーナもあり、
最適な環境だが、これまで実施してきたアイ
スホッケーの普及、活動の支援等の取り組み
について伺う。また、女子専用の下宿の設置
を検討してはどうか。

問

現在、町アイスホッケー協会にアイスア
リーナの管理とともに、普及・指導の核

となっていただいている。下宿については民
間事業者による設置の支援を検討したい。

清水小学校の令和２年度新体力テスト
の集計結果では全体的に全国平均を下

回っており、保護者や児童に行ったアンケー
ト結果からはスリルのある遊具を望んでいる
ことが分かった。本町には21か所の公園があ
るが、遊具が古びてきている。魅力的な公園
を整備すべきであり、体力向上や子どもや保
護者の方たちが楽しく集えるような遊具を設
置してはどうか。

問

今後、遊具を更新していく際には、利用
対象者の年齢の考慮、安心・安全な利用、

憩いの場として楽しんでいただけるよう考慮
したい。

答

答

答

高校生議員高校生議員  がが
 一般質問 一般質問

清
水
高
校
３
年
生
が

清
水
高
校
３
年
生
が

　

町
の
課
題
を
考
察
し
政
策
を
提

　

町
の
課
題
を
考
察
し
政
策
を
提
言言

清水高校生　模擬議会清水高校生　模擬議会
４つのグループから

清水高校の生徒へ行ったアンケートの回
答者90名のうち、８割以上が「清水町

は活性化していない」との回答であった。町
の活性化には、若者の力が必要である。スケ
ートボードは東京オリンピックで日本人メダ
リストを多く生み出し、一大ブームが起きて
いる。昨年の模擬議会でも提案していたが、
若者が集まる町にするため、改めてスケート
ボードパークの設置を提案する。

清水町の食品は生鮮食品から加工品ま
で数多くあり、どれもとても美味しい。

ツイッターで調査したところ、清水町を知っ
ていると答えた人は40～50代が多く、10～
20代はほとんど知らないことが分かった。若
者をターゲットにした PR 方法を模索すべき
と考えるがいかがか。

これまでの取り組みの継続と時代に合っ
た施策を考えたい。スケートボードパー

クの検討は、国内競技人口や施設整備に係る
事業費の調査を進めているところである。

問

答

問
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８
月

24日
　全員協議会
24日、31日
　議会運営委員会

９
月

７日・13日・14日・15日・21日 
　第５回町議会定例会

７日・15日
　総務産業常任委員会

７日
　厚生文教常任委員会

10日・13日
　議会運営委員会

14日・22日
　全員協議会

21日
　広報広聴常任委員会

22日
　第６回町議会臨時会

28日
　清水高校生模擬議会リハーサル

10
月

５日
　清水高校生模擬議会

５日
　議会モニター会議

５日・19日
　広報広聴常任委員会

14日・18日
　全員協議会

14日・18日
　議会運営委員会

18日
　第７回臨時会

27日
　厚生文教常任委員会

29日
　総務産業常任委員会

11
月

１日
　総務産業常任委員会

２日
　広報広聴常任委員会

10日
　上富良野町議会　視察来町

委 員 会
レ ポ ー ト

　

平
成
28
年
台
風
10
号
災
害

後
の
水
道
・
下
水
道
事
業
施

設
の
状
況
及
び
、
人
口
減
少

が
今
後
さ
ら
に
進
む
中
、水
道
・

下
水
道
事
業
の
経
営
と
施
設

の
現
状
と
課
題
、
将
来
へ
向

け
た
取
組
方
針
を
水
道
課
か

ら
説
明
を
受
け
て
調
査
を
実

施
し
た
。
併
せ
て
、
小
林
川

の
取
水
施
設
及
び
、
第
２
浄

水
場
、
清
水
下
水
終
末
処
理

場
、
御
影
排
水
処
理
場
の
４

か
所
を
現
地
調
査
し
た
。

【
水
道
・
下
水
道
事
業
の
現

状
と
課
題
】

　

水
道
事
業
は
、
平
成
27
年

度
よ
り
、
上
水
道
事
業
に
御

影
簡
易
水
道
事
業
と
美
蔓
簡

易
水
道
事
業
を
統
合
し
、
地

方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
た

水
道
事
業
会
計
と
し
た
。
経

営
状
況
は
、
一
般
会
計
よ
り

概
ね
基
準
に
基
づ
い
た
繰
入

れ
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
４

年
度
ま
で
は
現
行
料
金
体
系

を
維
持
で
き
る
。
令
和
５
年

度
以
降
は
３
年
ご
と
の
使
用

料
の
見
直
し
時
期
に
当
た
り
、

料
金
収
入
と
事
業
計
画
に
よ

り
財
政
状
況
を
注
視
し
判
断

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
１
浄
水
場
（
昭
和
45
年

供
用
開
始
）と
第
２
浄
水
場（
昭

和
60
年
供
用
開
始
）
の
老
朽

化
へ
の
早
急
な
対
策
は
必
須

と
考
え
る
。
配
水
管
は
、
補

助
事
業
に
よ
る
管
路
の
更
新

を
進
め
て
い
る
が
、
石
綿
管

が
一
部
残
っ
て
お
り
、
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

耐
震
性
の
あ
る
管
路
の
更
新

も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
公
共
下
水
道
事
業

と
集
落
排
水
事
業
の
２
会
計

を
１
会
計
と
し
、
地
方
公
営

企
業
法
を
適
用
し
た
下
水
道

事
業
会
計
と
し
た
。
経
営
状

況
は
、
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
欠
損
金
が
生
じ

な
い
よ
う
収
益
的
収
入
で
あ

る
補
助
金
と
資
本
的
収
入
で

あ
る
出
資
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
繰
入
れ
を
行
う
と
の
こ
と
。

料
金
も
水
道
事
業
と
同
様
、

財
政
状
況
を
注
視
し
判
断
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
施
設
は
、

昨
今
の
気
象
状
況
を
勘
案
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
連
動
し

た
雨
水
対
策
の
強
化
が
必
要

だ
が
、
費
用
対
効
果
を
含
め

た
協
議
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

昨
今
、
異
物
の
混
入
が
多
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ゴ
ム
手
袋
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

機
械
故
障
の
原
因
と
な
る
た
め
、

今
一
度
町
民
へ
の
周
知
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　

水
道
・
下
水
道
の
両
施
設

に
関
連
し
て
、
漏
水
・
不
明

水
対
策
は
計
画
的
な
調
査
を

行
い
、
水
道
・
下
水
道
事
業

の
経
営
健
全
化
の
た
め
に
よ

り
一
層
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【
総
括
】

　

水
道
事
業
は
、
老
朽
化
へ

の
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
が
、

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
水

道
事
業
の
将
来
的
な
予
測
も

上
下
水
道
の
状
況
と
将
来
像
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各常任委員会は第５回定例会
において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書の全文

はホームページでご覧になれます。

閉会中の委員会活動

総務産業常任委員会総務産業常任委員会
◇町営住宅及び移住支援住宅等の現状について
◇その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会
◇ 保育所の運営について
◇学童保育の運営について
◇その他所管に関する事項について

議会運営委員会議会運営委員会
◇議会の運営とその諸規定について
◇議長の諮問に関する事項について

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会
◇議会広報紙の編集及び発行について
◇その他議会の広報及び広聴に関する事項について

12月定例会までの調査事項

議会のうごき
（８月13日～11月14日）

清水下水終末処理場における現地調査の様子

不
可
欠
で
あ
る
。
令
和
３
年

度
か
ら
、
全
水
道
施
設
の
更

新
計
画
の
策
定
作
業
を
開
始

し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
や

未
給
水
地
域
の
解
消
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
国
営
事

業
で
整
備
し
た
農
業
用
水
施

設
を
含
め
た
施
設
の
統
廃
合

も
視
野
に
入
れ
た
更
新
計
画

の
検
討
が
必
要
と
の
こ
と
で

あ
る
。
今
後
、
現
状
と
将
来

を
見
据
え
た
町
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
更
新
計
画
は
各
課
で

横
断
し
た
も
の
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
水
道
・
下
水
道
事
業

に
共
通
し
て
、
役
場
内
で
の

技
師
育
成
の
必
要
性
を
特
に

指
摘
し
た
い
。
埋
設
し
て
あ

る
管
等
は
工
事
の
成
果
品
を

見
て
図
面
上
で
判
断
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
の
継
続
管
理
に
は
、

熟
練
し
た
技
師
の
配
置
が
必

要
に
な
る
。
過
去
の
災
害
の

教
訓
か
ら
も
、
公
共
イ
ン
フ

ラ
に
携
わ
る
職
員
の
育
成
と

配
置
に
は
特
段
の
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
町
内
の
委
託
会

社
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

技
術
の
継
承
は
官
民
挙
げ
て

の
協
力
体
制
が
必
要
だ
が
、

業
務
委
託
等
の
仕
様
は
、
将

来
を
見
据
え
た
人
員
配
置
と

そ
れ
に
合
わ
せ
た
委
託
料
の

考
え
方
を
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
将
来
を
考

え
る
と
、
町
の
公
共
イ
ン
フ

ラ
全
体
の
維
持
管
理
に
係
る

民
間
へ
の
委
託
の
在
り
方
そ

の
も
の
に
言
及
す
る
必
要
も

あ
る
。今
後
の
情
勢
を
踏
ま
え
、

技
術
継
承
や
人
材
確
保
等
、

事
業
の
永
続
化
の
観
点
か
ら
、

従
来
の
民
間
会
社
単
体
で
請

け
負
う
形
か
ら
、
共
同
化
や

組
合
化
等
に
よ
る
方
法
な
ど
、

今
か
ら
議
論
を
始
め
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
。

【会期10月18日】
第７回臨時会臨 時 議 会臨 時 議 会

DIGESTDIGEST
ダイジェスト

人事案件
新教育長を同意

　第７回臨時会では、人事案件１件の提案があり、
原案のとおり同意しました。

★教育委員会教育長の任命
　 　山下　勇さん（清美）を教育

委員会教育長に任命したい旨の
町長提案があり、無記名投票の
結果、賛成11票、反対０票と
なり、同意することに決定しま
した。

●人事案件

山下　勇　さん

　常任委員会と議会運営委員会は、当該委員会の所管
に属する事項を自らの判断で調査できます。
　この所管事務調査を行う場合、委員会で①調査をし
ようとする事項、②目的、③方法、④期間―等を決定
し、その旨を議長にあらかじめ通知しなければなりま
せん。
　本町議会では、積極的に所管事務調査を活用し、閉
会中も常任委員会を開催しています。
　必要に応じて他町村等へ委員を派遣し、先進地の取
組状況の調査、情報収集、意見交換等も行っています。

所管事務調査とは？



開 会
12月７日

表紙�の�写真�は

丸岡   武則 さん  薫さん���

12月定例会

　令和３年12月定例会は、12月７日(火）
に開会を予定しています。
　詳細は、12月上旬に発行する新聞チ
ラシ折込をご覧ください。
　清水町議会ホームページでは生中継
や録画中継がご覧になれます。

首都圏から御影へ移住し１年半
穏やかな生活を続けていきたい

�｜�
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

元
々
は
関
東
で
Ｉ
Ｔ
企
業

で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
３
月
に
夫
婦

２
人
で
御
影
へ
転
居
し
て
き

ま
し
た
。

　
｜�
清
水
町
に
転
居
し
た
き
っ

か
け
は

　

首
都
圏
の
あ
ま
り
の
高
温

多
湿
な
環
境
と
混
雑
か
ら
脱

出
し
た
か
っ
た
の
と
、
大
都

市
に
飽
き
た
点
が
、
転
居
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

親
族
が
20
年
ほ
ど
前
に
関
東

か
ら
御
影
へ
移
住
し
て
い
た

た
め
、
度
々
訪
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
自
然
と
清
水
町

へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

｜�
清
水
町
に
来
る
前
の
イ
メ
ー

ジ
と
来
て
か
ら
の
印
象
は

　

来
る
前
は
町
で
出
会
う

人
が
少
な
す
ぎ
て
寂
し
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り

で
し
た
。
で
す
が
、
町
内
で

お
会
い
す
る
方
々
は
皆
さ
ん

と
て
も
感
じ
が
良
い
で
す
。

農
地
か
ら
の
肥
料
の
臭
い
は

想
定
外
で
し
た
。

｜�
今
後
、
清
水
町
で
ど
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
し
た
い
か

　

転
入
し
て
き
て
約
１
年
半

が
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま

あ
ま
り
騒
が
し
く
な
い
穏
や

か
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
今
は
庭
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

｜�
町
が
将
来
ど
ん
な
風
に
な

る
と
良
い
か　

　

町
に
若
い
人
が
増
え
、
便

利
で
静
か
で
空
気
が
美
味
し

い
地
方
都
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

｜�

町
議
会
に
何
か
要
望
は
あ

り
ま
す
か

　

町
民
か
ら
の
要
望
や
困
り

ご
と
を
、
議
会
と
町
役
場
に

同
時
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

夜
間
・
休
日
対
応
の
窓
口
（ 

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

まるおか　　　　たけのり
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町町   民民   にに   イインンタタビビュューー

( さくら野 )

表紙担当：広報広聴常任委員会　深沼　達生

　９月27日に第２回御中フェスティバルが開催され
ました。午前は文化的行事が行われた中、新型コロナ
ウイルス感染症対策もきっちりとされていました。午
後は学級対抗での大縄跳びなど白熱した競技が行われ
ていました。
　来年はコロナが落ち着いた中で開催されることを願
っています。

かおる


